
The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Zoologloal 　S
？

Olety 　of 　Japan

報 文 ．

朝 鮮 産 モ ン キ テ ワ の 變 異 研 究
工 ’

石 宙 明 D ．M ．　SEOK

　　 　　 　　 　 　
’
　 　 　 　 朝 鮮 開 城

’
松 都 中 學 校

本 淪丈 は既著 「朝鮮 産蝶類 の 研 究 （第 ユ 報 〉」漉 E 島高 農創立 廿耳局 年言己念 論文 集 前 編 ，

ユ93t ）中，ユ2．　croticts勾廟 LI醐 氏 モ ン キ テ フ （p．651−1｛132，　pL　v
，　fig．　44−5の の 續 報 と す る。

　1． 黄型 ♀ は 6 に比 して 一般 に 色 彩淡な る 傾 向を有 し ， 申に は白型
’
9 と の 中間型 と見倣

して 差 支 な き 程 の 個體 も往 々 あ る。ヌ．6 及び 黄型 拿 の 中に は 稀に 前翅 携側部 に ， 殊 に 其の

裏面 に於 て 橙色 を帶ぶ 個體が あるけ れ ど ， 之 又 i變異 は連績 す る も の で あ る 。

　2， 繭後 者 南翅共 裏面 亜 外縁部 に一列 に並 ぶ 逓 常不 明瞭 な る褐黜 列 は ， 時 に は遙 に 發 逹 して

顯著 な る斑列 を形成せ る 個體 が 往 々 あ る 。然 しそ の 中間 に 誘翅分 だ け 顯蓍なる も の
， 篠翅分

だ け顯著な る もの ， 叉部 分的 に顯著な る も の 等が あ つ て 異型 と し て 取 扱ふ べ 壱程
V5”ts　7s　h ／。　

’

　3． そ の 採集せ る標本 で は第 1 報申 に報 告せ る fig．48 の もの き 正 常型 と の 中間型鶉嗹 纏

して ゐ て
， 階 つ て iig．4S の 個 體 も異型 と し て 取扱ふ ぺ き程 の もの で は ない 。

　4． 甎鮮 な る ♂ に は複眼 の 色 が鮮 青色 を呈 す る もの が 往 々 あるか ら ， 概 して 木種 の 複眼 は

初 め は青色で あ る の が後に は 濃褐色 に 變る もの で あ るか も 知れ な い 。 余 は實 際に初 め青 色 な

呈せ し δ の 複眼が 乾燥 して 古 び る に つ れ て 濃褐 色に變 る の を 實驗 しため で ある け れ どデ初 あ

か ら濃褐色 を呈 す る もの の 有無 は今の 所明 かで な い 。
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　 6． 本 種 の 前翅長 の 變異

　　　　　　　　　　　　　　　第 1 表 齣 翅 長 の 變 異 表

玉 ・ ｝・8 ・9
．
・・国 ・・ 123i・42t 」　i　262 ・ … 2・瞬 3・｝・・圈 判 計

騰響韆購酬 羈
194S285234 器 27451 三

判
84326 °

159isll
鰍

亀

パ 11 ・

白型 ♀ ト 1一
飆 ｝

− i一
計 　　

1i1

10 」36
＿

ヒ
2

＿ i ユ

エoi39

1弖41326i　62611001

1帥諏
149　354．698｛ン222
　 1　　 i　　 ｝

1）　The 　study 　on 　t，he　yariation （’f　UD！癇 勿 ｛鏖18　Li瓢 丘 Q £ Korea．

動 拙學 難誌、第 53 卷、第 9 蟹，昭 和 ］δ 年 ｛194】〉

431

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Zoologloal 　SOOIety 　of 　Japan
t

4？2 石 宙 明

　第 1 表 は既 發表 の 分 を も含む もの で ，本種 は第 1 報に も認 めた 通 ゆ に ， 低濫季節に發生す

る個體 程小型 であるか ら ， 不均値等を算出す る 必 要 はな い け れ ど，、性 別 に變異性 の 張弱 を吟味
す る 篤 次 に 本表 を數 理 的 に 取扱 つ て 見 る 〜二 と に す る。

第 2 表 ・
前翅長 の 不 均 値，標準偏差 及 び 變異係數

李 均値 と 中央 誤差 標準偏差 と 中央 誤差 變異係數 と 中央 誤差

白型 ♀

黄 型 ♀
h

27．02± 〔｝．0128mllI

28．7王± 0．0239】nln

28．70 ± 0．02171nm

第 1− 2 表 に よつ て 家の 諸件が認 め られ る。

　（1）

なv ・。

　（2＞

± 1．94 ± 0，（）O｛〕lInr皿

± L88 ：」0．05091皿 皿

± 1．8δ± O．Ol5δ】匸ml

7．18± 0，0339 ％

6．OS± 0．0610％
6．45 ± 0，0542％

♀ は 6 に比 して 明瞭に 火 で あ るけ れ ど， 白黄兩型 の 9 相互間 に は 差異が 認 め られ

　　　 白型 9 の 變異 曲線 の モ ； ドが 30　llユm に あ る の に ， そ の 李均値は 2 階級 も降つ て 28

mm 臺 に あ る の は ， 小型の 春生 個體 が多 く含 まれ て ゐ るか らで あ る e

齟
（3） 變異性 に 於 て s6 は ♀に比

して 明瞭 に 大 で あ る け れ ど ， 白黄
第　　　3　　　表

兩型 の ♀相互 聞 に は差異 が 認 め ら

れ ない 。此の ♀相互 間 の 變異性 の

強 弱 に差異が 認 め られ な い と とは ，

當然 な こ と で あ るか も知 れ な い が ・

非常 に面 白 い こ とに は違 ひ な い 。

　7． 性比 （第 3 表 ）

　8． 前翅 長比

個　　體　　數 割， 合

　　詮　 10388 個

嬲 1嬲 ｝6・ケ岫

171 （63％ ）

簧躑 ・… 37・ ・

　　　6 の 甼均値 27．02　mh　
：兩型 ♀ の nj均値 の 季均 28．705・fUm

　 　 　 　 　 　 　 　 　 94　　　 ：　　　 100

9．　畸型 　（圜版 工）

　　　1、 δ の 畸型

（1 ） 開城 193幺 vii．23．（A 圖）

右前翅 後縁 角の 鈍にな れ る偶體 で ある．左前翅長 27mm
， 右前翅長 25　mm ．

（2 ）　　開城 　王935．vi ．20．　（】3　圃 ）

右 前翅 φ稍 萎縮ぜ る もの e 左前翅長 27mm
， 右前翅 長 23　mm ．

｛3 ＞ 新溪 1938・viiH5 ・

前者に殆 ど全 同 の もの で ， 左前翅 長 26mm
， 右前翅長 23　mm ．

（4 ） 開城 1936．vii．4．（C 圏）

　a ． 新鮮 な個盛 で あ る に も拘 らす色彩は極 端に淡 く殆 ど白型 9 位で あ る。

　b． 左後翅 外縁が 少 し く缺 して 略直線 をなす 。

　c ． 前翅 長 ．24m 皿 ．
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（5 ）　開城 1936．vii．6、（D 圖）

　右前翅 の 稍小 な る も の で 、 左前翅 長 27mm
， 右前翅長 23　mm ，

　（6 ＞　開誠 　玉937．iv．　18，　（E 　劉 〉

　兩前翅 前縁 の 苅角 近 くに甚 しか らざ る 彎 入 部が あ る け れ ど ， そ の 爲 に そ の 先端部が 前方 へ

曲 購 つ て 翅 外縁は全 體甚 し く丸味 を帯 び
， 両 も左右相稱的で ある。前翅長 は 左右共 21 脱

で 跨型 とな つ た爲 に 稍短 くなつ た もの で ある 。

　 （7 ）　 開城 1938，vji．ユ9．

　左前翅 だ け が 殆 ど前者 と 同 様。左後翅 も右後邂 1こ 比 して 僅 に ノ瓦 右 側前後繭翅 に は 異妝が

な い 。左前 翅長 21m 皿
， 右 前翅長 23　mm ．

　 （8 ）　開城 　ヱ937 ．v ．2．　（F 　圖 ）

　右側前後 雨翅が 稍縮小 せ る の み な らす ， 右前翅 前角 は稚鈍 。左鶺翅長 盟 mm ，右訪翅長 17

1n 砥 左後 翅長 ユ6mm
， 右後翅長 ll　inm ．

　（9 ）　開城 1937 ．v 重．17．（G 區D

　左前翅 前縁 中央 部 に長 き画入 部が 出來 ， そ の 爲 か 左前翅は 右 前翅 よ り少 し く長 くなつ た も

の で あ る。左 前翅長 27mn1
， 右 前翅長 26・mm ．

　 （10）　　開城 　王939．iv、　30 ．

　右後翅 が 稍小 な る 飼體 で
， 左 後 翅長 21mm

， 右後翅 長 ］9mm ．

　 （11）　 開城 1939．v ．7．

　左 測爾翅 の 稍 小 な る個體 で ，左前 翅 長 22 ・mm
， 右前 翅長 23　mm

， 左後翅長 ユ8mm
， 右後翅

長 19mm ．

　 （12）　 開皴
’
ユ9壬o．v ｛Ei．ユ9．

左後 擢が稍 小 なる の み で 他 に 異散 ；よな い 。前翅長 26mm
， 左後翅 長 19．：」 ＿

， 右後翅長 21
  ．

　（ユ3）　鎭 南言了誉　ユ93・5．　viii ．　1ユ．　〈1ヨ［　圖 ）

　左前翅 の 前角 部 及 び後角 部 の 一部 は缺 して ゐ て ， 全 體 の 翅 形 は楕躍形 を呈す 。左前翅長 21
m 皿

， 右前翅長 24nlm ．

　（亙4 ）　　　妓津 　　ユεヨ35曾　vii 重，　8■　（1　　岡 ）

　翅 片 4 枚 共 そ の 縁 部 に異 歌の 認 め られ る も の で ，左前翅嬉 4 臙 ， 左 後翅第 2 胝 右後翅第
1a 室 附近 に 於 て は 少 し宛 凹 み ， 右前翅第 1室附 近 で は稍著 しき凹 所を生 ぜ る 個體 で あ る。左

前翅長 26mm ，右前翅 長 21・1nm ．

　（15）　　龍 ハ1　ユ93S．　 viii．　12．

　左爛前後爾翅 は前者 の に殆 ど一致す る も， 右側前後雨 翅に は殆 ど異歌が 認 め られ な い ．左

前 翅長 241皿 n
， 萄 訪翅長 25mm ．

　　　 IL 　白型 ♀ の 畸型

　（16 ）　開城 1938、viii ．14．

　右 後翅肛角部 に は 凹部が あ り，右前翅 前牛部 に は重 疊 され た鄂分が あ る 。

　（ユ7冫　　開槻
’
1940，v．　12 ．

右前翅 は側 ・ く・E つ そ の タ櫞 肭 方 へ 眞画 碇 つ て ゐ て その 後角 は著 し く鈍角 紘 丸 左
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前翅長 26  
， 右前翅長 24mm ．

　 （18） 開城 1940．viii．5，

石

陶

宙 明

　左右 の 前後翅共 そ の 外縁は直線 を呈 す 。前翅長 25 皿 皿 ＿

　 （19＞　信 月i1938．　viii．　2．

　兩前翅 後角部 及び 左後 翅内縁肛角部 に は夫 k 凹入部 が 形域 され て あ る 。

　 （20 ）　　
ユls」壌　1933．　vji ，21．　（J　鬪 ）

　左 後 翅の 伸張不充 分なる 個髄で
， 左後 翅長 20mm ， 右後翅長 25　mm ．

　 （21） 寧遠郡錦蛾 1937．vii．26．（K 圜）　 　 　
・

　兩前翅共前角が甚 だ鋭 い 。そ ましは右前翅 tc於 て は そ の 外縁 が 直線をな L ，左前翅 に 於 て は

外縁が却つ て 内彎 せ る爲で あ る。f哉ほ 左前翅外縁部 の 黒條紋は著 しく褪色 して ゐ る a 左前翅

長 30n   ， 右前翅長 31　mm ・　 　 　 　 　 　 ・　 　 ．

　　　 III、 黄型 ♀ の 畸型

　 （22）
’
開城 1934 ．vii ．7。（L 圖 ）

　左側前後兩翅共外縁 に 於 て 異状が認 め られ る。前翅 の 峠第 3 窒 の 部で 紳張せ す に歪 ん で ゐ

る だ け で あ る けれ ど，後翅 の は第 2 室 の 部 に 彎入 し て 立 派な碕形を呈す る 。左前翅 長 27mm ，

右前翅長 29n 皿 ，

　 （23） 開城 1937，vi ．12．　 　 　 　 　 　 　 1

　左 前翅の 小な る もの で
」 左前翅長 ユ9mm ， 右前翅長 25　min ．

　〈24） 開城 1938・iv．26・（M 圖）

　雨前翅共 前縁角 は鈍 い けれ ど， 殊 に 右前翅 に 於 て 然 りで あ る 。 左前翅長 2｛　nmi
， 右前翅 長

23   ．

　 （25）　開城 ユ938．vii．27．（N 圖）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 へ

　兩前翅共 外縁 は直線を な しそ の 前角 は著 しく鋭。右後翅 は著 し く小 e 左 前翅長 32mm
， 右

前翅長 31　mm ， 左後翅 長 25　m 皿 ，右後 翅長 】6mm ．

　 （26）　　　餅1城 　　ユ93s．　viii．　2．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　左前翅 の 稍小な る も の で ， 左 前翅長 24m ユll
， 右前翅長 26　mm ・

　 （27）　　開凋〜　ユ939 ．　iv．　26璽

　右 前翅外縁が 第 2 胝部 を 中心 に く字 歌に彎 入せ る個體で ，前翅長 は 左右共 25mm ・

　 （28）　　開勢ξ194  ．v ．19．

　左 側前後兩翅 は稍小 さ くして 正 型を な し，右側雨翅は稍大 き くして そ の 前翅 は前角が 鈍 くな

つ て ゐ て 歪形 を呈す e 左右前翅長共 26mm ， 左後翅長 21  
， 右後翅長 23　mm ．

　 （29） 水 原 ig35．　vi ．1．（0 圖）

　左前翅外縁が 第 3 脹 の 部分で 多少彎曲 して く字袱 を 呈す る もの で ある。左 後翅 外縁第 1c

室部 で 砂 し く凱 す。髄 翅長 25   ．

　以上 記述せ る ♂ 15 個 ， 白型 ♀ 6 個 ， 黄型 ♀ S 個 ， 計 29 個は 悉 く翅 に 於 け る畸型 の 個醫

で
， 夫等の 正 型個醫轍に 對す る 割合を見れば第 4 表 の 通 りで あ る。

　第 4 表に よれぱ ， 畸型個 笹數か ら見 て は，變異性の 強 い 6 に は畸型個醫が 少 く變異性 の 弱

い 9 に は畸型個髓が 多 くて ， 此 の 變異性 と 畸型 と の 關係は既著諸篇に一致 する 。
こ の 白黄兩
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型 の ♀蔽 間 鯲 け る關係 も・ 微 な 磋 異 で はあ るが變異性 櫛 型 と の 開係が 同 規同類であ

る 。

第 ・4 表 畸型個體數 と 正 型個體數 との 比

　　　　　　．
麹 個孅 ・正 型 個醜 ・ 砒 　1 麹 雕 ・個 に 對 す ・理 體 の 數

　32fi し て 1　 　 29 ・16461 （O．18％）　 　 、　 　 　 1、56S 　 　 ．

　　30eL 「　 　 ・5 ・10388 （o．・4％）　 　 1　 　 　 、、693

　 白型 ♀の み 　，　　　　　 6 ； 2SO6 （〔｝．21％ ）　　　　　　　　　　　　 1；468

麹 助   　 　
8・ 32ア゚ （°・24％ ）　 ・ 1　 　 ・繝

　］o． 分布

　朝 鮮 に 於 け る翁布は採集 地 圖の 示 す 通 b に 全 鮮 に亙 つ て 饒産 し， 隣接 の 諸外地 に も饒産 し

て ゐ て ， 本種 は東亜 に於 け る最 も普通種 の 一と癒 つ て ゐ る 。 比較標本 と して 樺太 ， 千 島 ， 北海
道 ・ 本州四 國」 洲 ， 沖繩島 ， 北 大東 島 臺灣 ， 紅頭 風 滿 槻 支那 ，

ドイ ツ
，

べ ・VSF ＿等 諸地

薤標本 を も檢 した が ， 相互 間 ρ變異は夫 々 連績 す る もの で あ る
g 但 し東亞 塵 と歐洲 産 と は概

して 區別 され る もの で
， 別型 と して 取扱 つ て も差支 は な い も の と思 はれ る 。北滿 ハ ィ ラ ル 産

を檢すれ ば 欧洲型 で あつ た こ と を も附記 して 置 く。f耐ほ丈獻 に よ れ ば ア ム ール
，

シ ベ リ ア 及

び 南 大東 島 ， 印嵐 ア フ リ カ に も分布 し て ゐ て ，本種 は極 北及び カ ナ リ ー諸島を除 く全 舊北洲

に汎 く産 す るや う で あ る。
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